
ブートオプションの BIOS設定

•ブートオプションの BIOS設定（1ページ）

ブートオプションの BIOS設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるブートオ
プションの BIOS設定を示しています。

すべてのトークンには、「プラットフォームのデフォルト」オプションも含まれています。プ

ラットフォームのデフォルトは、太字の設定によって識別されます。BIOSは、サーバタイプ
とベンダーに関する BIOSのデフォルト設定に含まれるこの属性の値を使用します。

（注）
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

ブートオプ

ション再試

行が有効

の場合にの

み適用され

ます。

無制限13, 5

• Infiniteシステム
は、構成された

すべてのブート

オプションを試

行し、システム

がブートする

か、手動で中断

されるまで繰り

返します。

• 5、13システム
は、構成された

すべてのブート

オプションを試

行し、システム

がブートするか

中断されるま

で、選択した回

数を繰り返しま

す。すべての試

行が失敗した場

合、システムは

続行するように

求めます。値 13
は Cisco UCS
B200 M5のデ
フォルト値で、5
は Cisco UCS
B480 M5のデ
フォルト値で

す。

B200 M5、
B480 M5、
C480 M5

4.1(1)ブートの試行

数。

[試行数
（Number of
Retries）]

ブートオプ

ション再試

行が有効

の場合にの

み適用され

ます。

15秒、45秒、90秒

• 15、45、90次の
ブートを試行す

るまで、システ

ムは選択された

秒数間待機しま

す。

B200 M5、
B480 M5、
C480 M5

4.1(1)次のブートを

試行するまで

待機する時間

（秒単位）。

次のいずれか

になります。

[クールダウ
ン時間（Cool
Down Time
（秒）]
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

• [Disabled]：ユー
ザー入力を待機

してから非 EFI
ベースのブート

オプションを再

試行します。

• [Enabled]：ユー
ザー入力を待機

せずに非 EFI
ベースのブート

オプションを継

続的に再試行し

ます。

B200 M5、
B480 M5、
C480 M5

4.1(1)BIOSでユー
ザ入力を待機

せずに非 EFI
ベースのブー

トオプショ

ンを再試行す

るかどうかを

設定します。

Boot Option
Retry

Network
Stackトー
クンの値を

有効にする

必要があり

ます。

無効、有効

•無効：IPv4 HTTP
サポートは使用

できません。

•有効：IPv4 PXE
サポートを使用

できます。

C245 M64.2(1)HTTPの IPv4
サポートを有

効または無効

にします。

IPV4 HTTP
のサポート

Network
Stackトー
クンの値を

有効にする

必要があり

ます。

無効、有効

•無効：IPv46
HTTPサポートは
使用できませ

ん。

•有効：IPv6 PXE
サポートを使用

できます。

C245 M64.2(1)HTTPの IPv6
サポートを有

効または無効

にします。

IPV6 HTTP
のサポート
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

Network
Stackトー
クンの値を

有効にする

必要があり

ます。

無効、有効

•無効：IPv46 PXE
サポートは使用

できません。

•有効：IPv6 PXE
サポートを使用

できます。

C245 M64.2(1)PXEの IPv6
サポートを有

効または無効

にします。

[IPV6 PXEサ
ポート

（IPV6 PXE
Support）]

無効にする

と、 IPV6
PXE、
IPV4HTTP、
および
IPV6HTTP
サポートに

設定された

値はシステ

ムに影響し

ません。

無効、有効

•無効：ネット
ワークスタック

のサポートは使

用できません。

•有効：ネット
ワークスタック

のサポートを使

用できます。

C245 M6、
B200 M5、
B480 M5、
C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
S3260 M5、
C125 M5

4.1(1)、4.2(1)このオプショ

ンを使用する

と、システム

の完全なネッ

トワークス

タイルを有効

または無効に

することがで

きます。

ネットワーク

スタック
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

•無効：電源オン
パスワードは無

効になります。

•有効：電源オン
パスワードは有

効になります。

C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
C125 M5、
C245 M6

4.1(1)、4.2(1)このトークン

では、F2
BIOS設定を
使用する前に

BIOSパス
ワードを設定

する必要があ

ります。有効

にすると、

BIOS関数
（IO設定、
BIOSセット
アップ、

BIOSを使用
したオペレー

ティングシ

ステムへの

ブート）にア

クセスする前

にパスワード

の検証が必要

になります。

[電源オンパ
スワード

（Power ON
Password）]

無効、LSI SW RAID

•無効：P-SATA
モードは無効で

す。

• LSI SW RAID：
SATAコントロー
ラと sSATAコン
トローラを LSI
SW RAIDの
RAIDモードに設
定します。

B200 M5、
B480 M5、
C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
S3260 M5

4.1(1)このオプショ

ンでは、

P-SATAモー
ドを選択でき

ます。

P-SATAモー
ド
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

AHCI、LSISW
RAID、無効

AHCIは S3260のデ
フォルト値であり、

LSISWRAIDは他のす
べてのサーバーのデ

フォルト値です。

•無効：SATAモー
ドは無効です。

• LSI SW RAID：
SATAコントロー
ラと sSATAコン
トローラを LSI
SW RAIDの
RAIDモードに設
定します。

• AHCI

B200 M5、
B480 M5、
C220 M5、
C240 M5、
C480 M5、
S3260 M5

4.1(1)このオプショ

ンでは、

SATAモード
を選択できま

す。

SATA Mode
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

•無効：PCIeバス
に接続されてい

る NVMe SSDの
ホットスワップ

を禁止します。

•有効：PCIeバス
に接続されてい

る NVMe SSDの
ホットスワップ

を許可します。

C220 M5、
C240 M5、
B200 M5、
B480 M5

4.1(1)PCIeバスに
接続されてい

る NVMe
SSDをスワッ
プできるかど

うかを指定し

ます。この設

定により、こ

れらのドライ

ブの LEDス
テータスラ

イトも標準化

されます。

LEDステー
タスライト

は、特定の障

害インジケー

タパターン

を表示するよ

うにオプショ

ンでプログラ

ムできます。

[VMD有効化
（VMD
Enablement）]
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


